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２
月
27
日
、
川

崎
市
の
多
摩
川
河

川
敷
で
中
学
一
年

生
の
少
年
の
遺
体

が
見
つ
か
っ
た
事

件
で
、
市
内
の
18

歳
と
17
歳
２
人
の

計
３
人
の
少
年
を
逮
捕
と
の
報

道
が
あ
っ
た
。
事
件
発
生
か
ら

毎
日
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
何

故
こ
の
よ
う
な
残
忍
で
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の

か
。
犯
罪
動
機
は
、
い
か
に
も

短
絡
的
で
あ
り
残
念
だ
。
今

は
、
た
だ
亡
く
な
っ
た
少
年
が

安
ら
か
に
眠
っ
て
欲
し
い
こ
と

を
願
う
だ
け
だ
。

▼
団
塊
世
代
の
小
生
は
、
田
舎

に
い
た
頃
は
周
囲
の
大
人
の
目

を
常
に
感
じ
て
い
た
。
悪
い
こ

と
を
し
た
ら
大
人
が
他
人
の
子

で
も
叱
っ
た
。
そ
れ
を
親
に
報

告
し
て
も
、
「
そ
れ
は
お
ま
え

が
悪
い
」
と
重
ね
て
叱
ら
れ
て

い
た
。
い
つ
頃
か
ら
か
、
他
所

の
子
に
注
意
を
し
た
ら
、
そ
の

子
の
親
か
ら
怒
鳴
り
込
ま
れ
た

な
ど
の
出
来
事
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
残
念
な
こ

と
だ
が
、
他
人
に
干
渉
し
な
い

な
ど
の
習
慣
意
識
に
社
会
が
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

▼
先
の
１
月
17
日
に
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
が
起
き
て
か
ら
節

目
の
20
年
を
迎
え
、
今
月
11
日

に
は
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て

４
年
が
経
っ
た
。
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
、
ま
た
災
害
の
教
訓

と
し
て
の
命
の
大
切
さ
を
考
え

る
日
に
も
な
っ
て
い
る
。

▼
日
本
人
の
良
さ
で
あ
る
真
面

目
で
優
し
い
と
い
う
の
は
今
は

上
辺
だ
け
な
の
か
。
命
の
大
切

さ
や
尊
さ
を
も
っ
と
考
え
よ

う
。
ゲ
ー
ム
感
覚
の
希
薄
社
会

で
は
日
本
が
危
な
い
。
（
虎
）

文化の違いを認め共に生きていく喜びを

多
文
化
共
生
世
界
と
は
国
籍

や
言
葉
、
文
化
、
民
族
な
ど
の

異
な
る
人
々
が
互
い
の
違
い
を

認
め
共
に
生
き
て
い
く
社
会
で

す
。
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人

々
が
、
不
当
な
社
会
的
な
不
利

益
を
被
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
否

定
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
社
会

に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
実

現
さ
れ
る
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
社
会
で
す
。
多
文
化
共
生
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
以

下
の
３
つ
の
視
点
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

１
、
基
本
的
人
権
の
尊
重

「
言
葉
」
「
制
度
」
「
こ
こ

ろ
」
の
壁
に
起
因
す

る
社
会
的
不
公
平
に

よ
っ
て
、
誰
し
も
が

等
し
く
持
つ
権
利
が

損
な
わ
れ
る
不
平
等

を
是
正
す
る
。

２
、
少
数
者
の
力
づ

け
（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
）自

分
の
文
化
や
言

葉
を
享
受
出
来
る
環

境
づ
く
り
や
安
心
し

て
自
己
を
出
せ
る
居

場
所
づ
く
り
に
よ
っ

て
、
少
数
者
自
ら
が

自
分
自
身
を
支
え
て

い
く
。

３
、
社
会
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

「
日
本
人
」
日
本

社
会
が
少
数
者
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
を

理
解
す
る
と
共
に
、

多
文
化
共
生
社
会
の

意
味
や
大
切
さ
を
理
解
し
、
多

数
者
で
あ
る
「
日
本
人
」
が
変

わ
り
、
少
数
者
と
と
も
に
生
き

て
い
く
。

多
文
化
共
生
社
会
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
は
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
以
上
３
つ
の
視

点
を
大
切
に
子
ど
も
た
ち
に
教

育
し
て
い
ま
す
。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
供

た
ち
の
教
育
、
特
に
高
校
進
学

支
援
に
力
を
注
ぎ
以
下
３
つ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

１
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子

供
た
ち
の
教
育
を
受
け
る
機
会

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

２
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子

供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
や
能

力
を
発
揮
し
、
日
本
社
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
な
教
育
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。

３
、
国
籍
、
言
葉
、
文
化
の
違

い
を
認
め
て
お
互
い
を
尊
敬
す

る
教
育
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
た
ぶ
ん
か
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

高
校
進
学
を
目
指
す
学
齢
を

超
え
、
外
国
か
ら
き
た
10
代
後

様々な国の子供たちが一緒に授業を受ける

熱心に話して頂いた枦木先生（左）と柴山先生（右）

セ
ン
タ
ー
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン

半
の
子
供
た
ち
が
毎
日
通
え
、

日
本
語
や
教
科
を
勉
強
す
る
学

び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
教
育
進
学
の
相
談

進
学
や
編
入
な
ど
の
教
育
に

関
す
る
相
談
に
、
電
話
や
来
所

で
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
親

子
の
た
め
の
高
校
進
学
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
多
国
語
で
６
回
他
団
体

と
共
催
し
て
い
ま
す
。

●
教
育
に
関
す
る
調
査
活
動

東
京
に
暮
ら
す
、
外
国
に
ル

ー
ツ
を
持
つ
子
供
た
ち
に
関
す

る
教
育
実
態
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
・
東

京
で
は
、
こ
の
よ
う
に
外
国
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
子
供
た
ち
の
教

育
を
中
心
に
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
材
を
通
し
て
日
本
の

教
育
の
貧
困
の
一
面
を
見
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

取
材

竹
達
浩
記
者=

南
千
住

分
会

セ
ン
タ
ー
の

ビ
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の活

動

今
、
世
界
で
は
解
決
の
糸
口
が
見
え
な
い
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
問
題
の
原
因
を

具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
し

か
し
、
広
範
囲
で
言
う
な
ら
ば
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
立
も
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
問
題
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
代
に
な
っ
て
輸
送
手
段

の
進
歩
に
伴
う
世
界
的
な
人
の
移
動
や
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
政
治
的
、
経
済
的
な
側
面

は
、
国
民
国
家
に
対
し
て
挑
戦
と
な
っ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。

す
で
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
日

本
も
、
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
外
国
人
労

働
者
に
労
働
力
の
提
供
を
願
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
現
実
を
確
か
な
目
で
確
認
し
、
世
界

に
通
用
す
る
労
使
関
係
の
確
立
が
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
国
際
的
な
要
求
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

組
織
が
、
荒
川
区
西
尾
久
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
・
東
京
で
す
。

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
・
東
京
（
以
下
セ
ン

タ
ー
）
の
柴
山
先
生
と
枦
木
（
は
ぜ
き
）
先
生

に
取
材
し
ま
し
た
。



お れ た ち ( 2 )

単
価
を
末
端
ま
で
お
ろ
せ
！
」

と
訴
え
な
が
ら
、
と
て
も
寒

い
、
風
の
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー
吹
く

中
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
は
全

体
で
約
３
３
０
０
人
で
し
た
。

政
府
、
財
界
が
そ
ろ
っ
て
労

働
者
の
賃
上
げ
を
掲
げ
る
情
勢

の
も
と
国
土
交
通
省
は
３
年
連

続
で
設
計
労
務
単
価
の
大
幅
引

き
上
げ
を
発
表
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
建
設
労
働
者
の
大

幅
賃
上
げ
は
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
一
方
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
引
き
上
げ
ら

れ
た
設
計
労
務
単
価
に
よ
る
内

部
留
保
を
蓄
え
続
け

て
い
ま
す
。

大
成
建
設
は
内
部

留
保
を
前
年
比
６
８

３
億
円
増
の
３
２
９

９
億
円
ま
で
積
み
増

し
、
他
の
大
手
４
社

も
同
様
に
２
千
億
円

か
ら
３
千
億
円
の
内

部
留
保
を
た
め
込
ん

で
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

大
企
業
の
利
益
確
保

の
た
め
と
い
う
の
は

明
白
で
す
。
同
時
に

企
業
が
も
う
か
れ
ば
労
働
者
の

賃
上
げ
に
な
る
と
い
う
ト
リ
ク

ル
ダ
ウ
ン
論
も
ウ
ソ
で
あ
る
こ

と
を
事
実
が
証
明
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
建
設

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
に
は
公

契
約
法
、
条
例
が
必
要
で
す
。

全
国
14
自
治
体
に
広
が
っ
た
条

例
の
適
用
現
場
で
は
「
１
日
５

千
円
上
が
っ
た
」
と
喜
び
の
声

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
運
動
が
全
国
に
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
確

信
を
持
ち
闘
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

２０１５年３月１０日 第５５７号

所
在
地
は
荒
川
区
南
千
住

８-

18-

1
に
あ
り
ま
す
。

瑞
光
橋
公
園
の
歴
史
は

浅
く
、
２
０
０
６
年
（
平

成
18
年
）
に
墨
田
区
の
入

江
と
ス
ー
パ
ー
堤
防
を
活

か
し
て
、
水
辺
と
親
し
め

る
よ
う
に
造
ら
れ
ま
し

た
。小

さ
な
子
供
が
安
心
し

て
遊
べ
る
ち
び
っ
こ
広
場

や
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具

の
あ
る
わ
く
わ
く
広
場
、

す
べ
り
台
広
場
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

瑞
光
橋
の
下
は
隅
田
川
の

入
り
江
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
入
り
江
に
小
さ
な
子
供
が

走
っ
て
も
危
な
く
な
ら
な
い

よ
う
な
、
緩
や
か
な
傾
斜
の

芝
生
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
入
江
の
水
辺
に
は
木

製
デ
ッ
キ
も
あ
り
、
満
ち
潮

で
川
の
水
位
が
上
が
る
と
、

水
は
デ
ッ
キ
の
下
ま
で
き
ま

す
。
時
期
に
な
る
と
入
り
江

で
手
長
エ
ビ
を
釣
っ
て
い
る

人
も
見
か
け
ま
す
。

最
後
に
こ
の
入
江
の
歴
史

的
な
こ
と
に
触
れ
て
お
き
ま

す
。
こ
の
入
江
は
運
河
の
一

部
で
水
門
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
も
水
門
の
一
部
は
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
運
河
は
隅
田
貨
物
駅

と
連
結
し
、
戦
争
当
時
満
州

・
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

集
め
た
石
炭
・
食
料
な
ど
軍

需
用
品
輸
送
の
た
め
必
要
で

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

瑞光橋公園

取材・竹達 浩

ちびっこ広場とすべり台広場

【
西
尾
久
・
小
野
澤
富
彦
記

者
】
２
月
13
日
（
金
）
に
「
賃

金
あ
げ
ろ
！
諸
要
求
実
現
！
建

設
労
働
者
春
闘
決
起
集
会
」
が

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
12
時
に
開
場
し
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
行
事
と
し
て
、
土
建

バ
ン
ド
の
ギ
タ
ー
演
奏
が
あ
り

ま
し
た
。
13
時
か
ら
決
起
集
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
東
京
土
建

窪
田
副
委
員
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
「
今
の
建
設
労
働
者
の
賃

金
は
、
単
価
が
安
い
の
で
若
い

建
設
労
働
者
が
育
た
な
い
。
そ

れ
は
、
政
府
と
ゼ
ネ
コ
ン
が
手

を
組
ん
で
賃
金
を
低
く
抑
え
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
春
闘

で
賃
金
の
引
き
上
げ
と
労
働
条

件
向
上
で
若
者
が
入
職
で
き
る

建
設
産
業
を
つ
く
ろ
う
。
」
と

強
く
語
り
ま

し
た
。

そ
の
あ
と

闘
い
・
取
組

み
の
報
告
と

し
て
、
韓
国

の
全
国
建
設

産
業
労
働
組

合
連
合
の
オ
・
ヒ
テ
ク
事
務
局

長
は
「
韓
国
で
も
若
い
建
設
労

働
者
が
不
足
し
て
い
る
。
建
設

労
働
者
が
い
な
け
れ
ば
、
ビ
ル

も
家
も
建
た
な
い
。
日
韓
の
建

設
労
働
者
が
一
つ
に
な
っ
て
世

の
中
を
変
え
て
行
こ
う
。
そ
し

て
、
若
者
が
ど
ん
ど
ん
建
設
産

業
に
入
れ
る
よ
う
な
、
建
設
産

業
に
作
り
替
え
て
い
こ
う
。
」

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

連
帯
の
あ
い
さ
つ
、
決
意
表

明
、
決
議
案
採
択
と
続
き
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
デ
モ
行
進
を
行

い
、
「
建
設
労
働
者
の
賃
金
を

引
き
上
げ
ろ
！
」
「
設
計
労
務

【
賃
金
対
策
部
・
増
山
國
吉

部
長
】
２
月
22
日
（
日
）
に
け

ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
第
10
期

本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
総
会
が
行
わ

れ
、
全
体
で
１
５
７
人
の
参
加

で
し
た
。

は
じ
め
に
、
園
部
賃
対
部
長

挨
拶
が
あ
り
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
会

長
の
鎌
田
さ
ん
の
挨
拶
と
続

き
、
来
賓
の
方
々
か
ら
も
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
情

勢
報
告
、
経
過
報
告
と
活
動
計

画
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

方
針
で
は
労
働
協
約
の
実
現

や
、
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

賃
金
を
求
め
る
こ
と
や
、
会
員

拡
大
と
建
退
共
の
普
及
を
さ
せ

よ
う
な
ど
が
話
さ
れ
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
報
告
で
は
、
会
員
拡
大

に
向
け
て
の
働
き
先
ア
ン
ケ
ー

ト
の
活
用
や
、
「
役
員
以
外
の

動
け
る
会
員
を
増
や
そ
う
」
と

会
員
拡
大
の
取
り
組
み
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
役
員

改
選
で
会
長
は
引
き
続
き
鎌
田

義
明
さ
ん
、
幹
事
長
に
小
坂
剛

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
午
後

か
ら
業
種
別
に
文
化
会
が
行
わ

れ
活
発
な
意
見
が
討
論
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の

後
、
懇
親
会

が
開
か
れ
、

各
ブ
ロ
ッ
ク

よ
り
決
意
表

明
が
あ
り
和

や
か
に
終
了

し
ま
し
た
。

若
者
が
入
職
で
き
る
労
働
条
件
を

建
設
労
働
者
春
闘
決
起
集
会

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
第
67
回
定
期
大
会
告
示

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
20
条
に
も
と
づ
き
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
第
67
回
定
期
大
会
を

左
記
の
通
り
開
催
す
る
。

執
行
委
員
長

豊
田

佳
二

大
会
準
備
委
員
長

濱
田

和
男

一
、
日

時

２
０
１
５
年
４
月
12
日
（
日
）

開
会

10
時

閉
会

16
時
50
分

※
予
定

一
、
会

場

北
と
ぴ
あ

15
階

全
体
会

８
階

分
科
会

北
区
王
子
１-

11-

１

一
、
代
議
員

２
０
１
５
年
２
月
１
日
付
の
現
勢
を
基
準
と
し
、
組
合
員
20
人
に
つ
き
１
人
（
四
捨
五
入
）

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
２
０
１
５
年
度
役
員
選
挙
告
示

２
０
１
５
年
３
月
９
日
開
催
支
部
執
行
委
員
会
に
て
、
左
記
の
通
り
告
示
。

選
挙
管
理
委
員
長

近
藤
清
孝

一
、
役
員
定
数

・
執
行
委
員
長

１
人

・
副
執
行
委
員
長

４
人

・
書
記
長

１
人

・
書
記
次
長

２
人

・
常
任
執
行
委
員

10
人

・
執
行
委
員

30
人

※
分
会
推
薦
承
認
を
得
て
、
届
け
出
。

・
会
計
監
査

２
人

一
、
立
候
補
受
付

２
０
１
５
年
４
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

組
合
事
務
所

寒さに負けずデモ行進

子どもをおんぶして参加

労
働
協
約
の
実
現
を
誓
う

第
10
期
本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
総
会

活動計画の提案がされた

【
荒
友
会
・

小
川
隆
志
会

長
】
２
月
20
日

（
金
）
午
前
10

時
か
ら
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東
京

で
本
部
シ
ニ
ア

友
の
会
２
０
１

４
年
度
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

淵
辺
会
長
の

挨
拶
で
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の

あ
と
、
半
田
滋

東
京
新
聞
論
説

委
員
よ
り
「
歴

史
偽
造
、
海
外
で
戦
争
す
る
国

づ
く
り
を
許
さ
ず
広
大
な
国
民

的
共
同
を
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
、
露
骨
に
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
推
し
進
め
る
安
倍
政
権

へ
の
監
視
の
必
要
性
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

花
田
副
会
長
よ
り
み
な
さ
ん

の
努
力
で
シ
ニ
ア
友
の
会
の
益

々
の
発
展
を
と
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
大
き
な
拍
手
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
３
支
部
よ

り
、
活
動
の
報
告
が
あ
り
大
い

に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

会
議
後
の
交
流
会
で
は
、
落

語
家
の
立
川
段
之
助
さ
ん
の
政

治
ネ
タ
を
中
心
と
し
た
話
を
聞

き
、
会
場
は
大
い
に
湧
き
あ
が

り
ま
し
た
。

最
後
に
各
支
部
代
表
よ
り
、

来
年
度
の
抱
負
な
ど
一
言
発
言

が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。

本部シニアの会総会

議案が提案され採択
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が
撮
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
趣
味
と
し
て

写
真
を
撮
り
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

【
荒
川
分
会
・
日
塔
善
英
さ

ん
】
春
の
住
宅
デ
ー
の
時
に
日

２０１５年３月１０日 第５５７号

【
東
尾
久
二
分
会
・
吉
田
敬

子
さ
ん
】
３
年
前
か
ら
仲
間
の

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
写
真
を
応

募
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
電

話
で
「
入
賞
し
ま
し
た
。
」
と

連
絡
が
入
っ
た
時
は
「
や
っ
と

き
た
！
」
と
喜
び
ま
し
た
。

初
め
て
賞
が
と
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
２
０
１
３
年

の
２
月
に
雪
の
降
っ
た
朝
、
自

然
公
園
に
写
真
を
撮
り
に
行
っ

た
帰
り
道
で
、
偶
然
撮
れ
ま
し

た
。
帰
り
に
歩
い
て
い
る
と
、

ち
ょ
う
ど
都
電
が
通
り
過
ぎ
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
数
枚
撮

影
し
て
、
寒
か
っ
た
の
で
次
の

電
車
を
待
つ
こ
と
な
く
家
に
帰

り
ま
し
た
。

一
瞬
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
逃
す
こ
と
な
く
良
い
写
真

今
年
は
、
戦
後
70
周
年
に

な
る
年
だ
。
安
倍
首
相
は
、

国
会
に
お
い
て
70
周
年
記
念

談
話
を
発
表
す
る
予
定
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
首
相

の
歴
史
観
は
、
蓋
を
開
け
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

70
年
前
の
あ
の
戦
争
は
何

で
あ
っ
た
の
か
、
当
時
７
千

万
人
の
日
本
人
と
数
億
人
の

ア
ジ
ア
の
人
々
を
ま
き
こ

み
、
地
球
の
４
分
の
１
の
規

模
で
戦
わ
れ
日
本
の
国
も
焦

土
と
化
し
た
。
あ
の
戦
争
の

始
ま
っ
た
背
景
と
理
由
と
経

過
は
70
年
の
時
間
が
過
ぎ
て

も
真
実
が
明
ら
か
に
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
今
か
ら
30
年
前

ド
イ
ツ
の
敗
戦
40
周
年
に
あ

た
っ
て
、
リ
ハ
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
ヴ
ァ
イ
ッ
ゼ
ッ
カ
ー
大

統
領
が
連
邦
会
議
で
行
っ
た

演
説
の
中
に
「
罪
の
有
無
老

幼
い
ず
れ
も
問
わ
ず
、
我
々

全
員
が
過
去
を
引
き
受
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
員
が
過

去
か
ら
の
帰
結
に
か
か
わ
り

あ
っ
て
お
り
、
過
去
に
対
す

る
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

し
か
し
、
過
去
に
目
を
閉
ざ

す
者
は
結
局
の
と
こ
ろ
現
在

も
盲
目
と
な
り
ま
す
。
」
と

あ
る
。
正
に
こ
の
演
説
は
論

理
的
道
徳
的
格
調
の
高
い
演

説
で
あ
り
、
安
倍
首
相
に
こ

の
よ
う
な
崇
高
な
演
説
は
無

理
で
あ
ろ
う
。
せ
め
て
従
軍

慰
安
婦
に
謝
罪
を
。
（
Ｈ
）



第
31
回
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

当
の
事
が
伝
わ
ら
な
い
か
ら
怒

り
が
無
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ
れ

で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
な

る
。
本
当
の
事
が
報
道
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
。
も
う
少
し
国

民
は
報
道
を
疑
い
、
事
実
を
勉

強
し
な
い
と
、
政
府
は
勝
手
な

こ
と
を
ど
ん
ど
ん
行
う
事
に
な

る
。
真
実
を
知
り
国
民
は
も
っ

と
怒
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
熱
く

語
り
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
支
部
機
関
紙

「
お
れ
た
ち
」
は
「
特
選
」
に

選
出
さ
れ
、
分
会
新
聞
で
は
日

暮
里
一
分
会
の

「
ひ
ぐ
ら
し
さ

と
」
が
「
特
選

紙
」
に
選
ば
れ

「
お
れ
た
ち
」

８
月
号
一
面
記

事
「
教
育
は
歴

史
を
否
定
す
る

の
か
」
で
小
野

澤
記
者
、
川
又

記
者
が
「
記
事

賞
」
を
頂
き
ま

し
た
。

風景部門 一席受賞 「雪の都電」

第
31
回
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
発
表
が
２
月
に

あ
り
、
写
真
の
部
の
風
景
部
門
で
東
尾
久
二
分
会
の
吉
田
敬

子
さ
ん
が
一
席
を
受
賞
し
、
文
芸
の
部
の
短
歌
部
門
で
荒
川

分
会
の
日
塔
善
英
さ
ん
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
お
二
人
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

差
し
が
す
ご
く
ま
ぶ
し
く
て
、

包
丁
研
ぎ
を
待
っ
て
い
る
数
々

の
包
丁
が
、
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
印
象
が
強
く
残
っ

た
の
で
今
回
の
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
２
回
目
の
金
賞
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
組
合
活
動
で

感
じ
た
こ
と
や
、
日
常
生
活
で

の
喜
び
な
ど
を
作
品
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
短

歌
）

研
ぎ
た
て
て

並
ぶ
包
丁
に

照
り
返
す

目
眩
め
く
ほ
ど

日
盛
り
の
射
す

短
歌
部
門

金
賞
受
賞

荒
川
分
会

日
塔
善
英
さ
ん

感
じ
た
こ
と
を
句
に

偶
然
撮
れ
た
写
真

東京土建2014年度機関紙コンクール

【
日
暮
里
一
・
川
又
好
一
記

者
】
２
月
11
日
（
水
・
祝
）
午

前
10
時
よ
り
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
で
「
東
京
土
建
２
０
１
４

年
度
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
支
部

か
ら
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
井
教
宣
部
長
よ
り
「
１
月

21
日
に
機
関
紙
の
審
査
そ
し

て
、
１
月
30
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
本

日
は
そ
の
表
彰
式
を
行
い
ま

す
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。講

演
・
学
習
と
し
て
「
真
実

(

ホ
ン
ト
の
こ
と)

を
知
り
ま

し
ょ
う
、
そ
し
て
も
っ
と
怒
り

ま
し
ょ
う
。
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
は
、
週

刊
金
曜
日
の
編
集
長
や
日
本
新

聞
労
働
組
合
連
合
の
委
員
長
を

経
験
し
、
現
在
株
式
会
社
金
曜

日
社
長
、
そ
し
て
「
九
条
の

会
」
の
傘
下
で
も
あ
る
「
マ
ス

コ
ミ
九
条
の
会
」
呼
び
か
け
人

の
、
北
村
肇
（
き
た
む
ら
・
は

じ
め
）
さ
ん
で
し
た
。

北
村
さ
ん
は
ま
ず
、
支
部
機

関
誌
コ
ン
ク
ー
ル
は
三
つ
提
出

紙
が
あ
る
が
、
１
月
号
を
良
く

つ
く
る
方
が
い
い
と
ア
ド
バ
イ

ス
が
有
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

講
演
で
は
「
一
般
紙
で
は
、
本 日暮里一分会も特選紙に

お申し込みは、ＡＣＣ（公財）荒川区

芸術文化振興財団ホームページへ

堀部長が表彰式で表彰状を受け取る

地域公演案内

●荒川オペラシリーズ第53回公演

Ｇ．ヴェルデ作曲「マクベス」

３月27日（金）午後６時開演

３月28日（土）午後５時開演

日暮里サニーホール

全席指定席 4,000円

●あらかわ創造舞台芸術祭 2015

３月20日（金）午後６時30分開演

サンパール荒川大ホール

指定席 4,000円 自由席 3,000円

観劇補助の申請は、観劇日より１カ月
以内。チケットの半券を持参し組合へ
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長
年
に
わ
た
り
常
任
執
行

委
員
を
歴
任
、
現
在
、
税
金

対
策
部
長
で
あ
る
藤
川
直
樹

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。「

仕
事
は
、
サ
ッ
シ
、
外

構
（
エ
ク
ス
テ
リ
ア
）
、
ベ

ラ
ン
ダ
な
ど
の
建
築
金
物
の

製
作
、
補
修
お
よ
び
取
付
け

で
す
。
元
々
は
地
元
で
あ
る

東
村
山
市
の
久
米
川
で
、
父

が
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま

し
て
、
25
歳
の
時
か
ら
手
伝

い
始
め
ま
し
た
。
２
代
目
と

し
て
受
け
継
い
だ
16
年
前
を

機
に
、
顧
客
の
多
い
荒
川
区

に
事
務
所
兼
作
業
場
を
設

け
、
土
建
荒
川
支
部
に
父
と

一
緒
に
加
入
し
ま
し
た
。
住

ま
い
と
工
場
は
、
久
米
川
に

あ
り
、
毎
日
、
１
時
間
30
分

以
上
か
け
て
通
勤
し
て
い
ま

す
。
私
の
趣
味
は
、
連
休
を

利
用
し
て
自
転
車
や
バ
イ
ク

で
遠
乗
り
す
る
１
人
旅
で

す
。
昨
年
５
月
は
、
90
㏄
の

バ
イ
ク
（
ゴ
リ
ラ
）
で
、
三

重
県
の
世
界
遺
産
熊
野
ま
で

行
き
ま
し
た
が
、
雨
に
降
ら

れ
て
大
変
で
し
た
。
組
合
に

入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、

分
会
の
人
達
が
理
解
力
が
あ

り
、
助
け
合
え
る
こ
と
や
、

仕
事
を
分
ち
合
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
色
々
な
方

と
の
出
会
い
が
あ
る
こ
と
で

す
。
」

取
材

堀
茂
男
記
者
＝
日
暮

里
一
分
会

藤川直樹さん（東尾久１分会） ６

モルテン・ティルドゥム 監督

英
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
シ

ャ
ー
ロ
ッ
ク
）
』
シ
リ
ー
ズ

で
大
ブ
レ
ー
ク
し
た
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
・
カ
ン
バ
ー
バ
ッ
チ

主
演
の
伝
記
ド
ラ
マ
。

旧
ド
イ
ツ
軍
が
世
界
に
誇

る
暗
号
機
「
エ
ニ
グ
マ
」
の

解
読
に
挑
ん
だ
英
国
の
数
学

者
ア
ラ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ン
グ

の
姿
を
ス
リ
リ
ン
グ
に
描
い

て
い
ま
す
。

第
２
次
世
界
大
戦
が
幕
を

開
け
た
１
９
３
９
年
。
若
く

し
て
天
才
数
学
者
と
称
え
ら

れ
る
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
（
カ
ン

バ
ー
バ
ッ
チ
）
は
、
英
国
政

府
か
ら
の
要
請
で
エ
ニ
グ
マ

の
解
読
チ
ー
ム
に
加
わ
り
ま

す
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
気
難
し
い
性
格
が
災
い

し
、
チ
ー
ム
内
で
孤
立
す
る

チ
ュ
ー
リ
ン
グ
。
実
は
少
年

時
代
に
負
っ
た
心
の
傷
が
、

性
格
を
変
質
さ
せ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
ん
な
中
、
彼

に
理
解
を
示
す
女
性
メ
ン
バ

ー
が
現
れ
ま
す
が
…
。

３
月
13
日
全
国
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
。

Ｃ
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身
に
つ
け
た
技
術
を
発
揮

印
刷
業
界
に
た
ず
さ
わ
り
53
年

ワイド
プリント

常
磐
線
の
三
河
島
駅
か
ら
歩
い
て
約
５
分
程
度
の
住
宅
街
に
工

場
が
あ
り
ま
す
。
社
長
の
北
島
三
男
（
き
た
じ
ま
・
み
つ
お
）
さ

ん
は
、
現
在
69
歳
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
印
刷
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
「
で
き
る
限
り
頑
張
り
た
い
。
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
有
限
会
社
ワ
イ
ド
プ
リ
ン
ト
を
訪
ね
、
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

（
荒
川
区
荒
川
３
―
26
―
４
）

文
・
写
真

並
木
義
男
記
者
＝
荒
川
分
会

茨
城
県
下
妻
の

出
身
で
８
人
兄

弟
の
末
っ
子
と

し
て
育
ち
、
子

供
の
頃
は
虫
か

ご
を
作
っ
た
り

し
て
大
工
さ
ん

に
憧
れ
て
い
ま

し
た
。

昭
和
36
年
に

学
校
を
卒
業
し

て
、
お
兄
さ
ん

が
南
千
住
で
経

営
を
し
て
い
た

笑顔で取材に応える北島さん

印
刷
会
社
に
入
社
を
し
ま
し

た
。当

時
は
活
版
印
刷
で
、
「
活

字
」
と
呼
ば
れ
る
鉛
で
出
来
た

文
字
を
一
文
字
ず
つ
拾
い
、
組

み
合
わ
せ
た
版
の
出
っ
張
っ
て

い
る
部
分
に
イ
ン
ク
を
付
け
、

紙
に
イ
ン
キ
を
転
写
し
ま
す
。

そ
の
際
に
紙
に
圧
力
が
か
か
る

の
で
、
独
自
の
デ
コ
ボ
コ
が
で

ま
す
。

ま
た
、
版
に
付
く
イ
ン
キ
の

量
や
場
所
が
刷
る
度
に
異
な
る

の
で
刷
り
ム
ラ
が
出
た
り
、
1

枚
づ
つ
の
仕
上
が
り
が
異
な

り
、
そ
こ
で
仕
事
の
差
が
出
ま

す
。お

兄
さ
ん
の
会
社
で
16
年
間

修
業
し
て
印
刷
の
腕
を
磨
き
、

昭
和
53
年
に
荒
川
８
丁
目
で
独

立
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
知
り
合
い
の
会
社
か

ら
中
古
の
印
刷
機
械
や
活
版
の

活
字
を
譲
り
受
け
て
名
刺
な
ど

を
手
回
し
で
印
刷
を
し
て
い
ま

し
た
。
名
刺
だ
け
で
も
５
千
枚

か
ら
６
千
枚
の
印
刷
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
印
刷
は
活
版
印
刷
で
は
だ
め

と
、
荒
川
３
丁
目
の
広
い
工
場

に
移
り
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
へ
切

り
替
え
ま
し
た
。

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
は
版
と
紙

が
直
接
触
れ
な
い
の
が
特
徴
で

版
に
付
け
ら
れ
た
イ
ン
キ
を
、

一
度
ゴ
ム
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
な
ど

の
中
間
転
写
体
に
転
写
し
た

後
、
紙
な
ど
の
被
印
刷
体
に
印

刷
す
る
方
法
で
す
。

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
大
半
が

平
版
（
へ
い
は
ん
）
を
用
い
て

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
オ
フ
セ

ッ
ト
と
言
え
ば
平
版
オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
の
こ
と
を
指
し
、
現
在

で
は
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
が
主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
は
主
と
し
て

伝
票
の
印
刷
を
行

っ
て
い
ま
す
。

荒
川
区
で
は
印

刷
業
者
が
減
少
し

て
、
伝
票
に
連
番

で
番
号
が
打
て
る

業
者
は
少
な
く
、

多
方
面
か
ら
の
依

頼
が
多
い
と
言
い

ま
す
。

以
前
は
複
式
の
伝
票
が
多
か

っ
た
が
一
枚
の
紙
に
仕
入
、
納

品
と
複
数
が
書
き
込
み
で
き
る

伝
票
が
出
て
き
て
仕
事
量
も
減

っ
て
き
ま
し
た
。

町
工
場
の
業
者
は
大
手
に
仕

事
は
と
ら
れ
て
身
に
付
け
た
技

術
を
発
揮
で
き
る
場
が
狭
め
ら

れ
て
き
た
と
言
い
、
印
刷
業
者

の
組
合
は
あ
る
が
仕
事
の
取
り

あ
い
で
厳
し
い
と
話
し
ま
す
。

子
供
は
後
を
継
が
な
い
の
で

い
つ
ま
で
出
来
る
か
分
か
ら
な

い
が
出
来
る
限
り
頑
張
る
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

いろいろな種類の伝票

オフセット印刷で印刷

印
刷
の

腕
を
磨
き
独
立

出
来
る
限
り

頑
張
り
た
い

●
中
野

和
昭
さ
ん

14
年
12
月
８
日
逝
去

享
年

70
歳
（
日
暮
里
一
・
土
木
）

●
横
田

秀
雄
さ
ん

15
年
１
月
３
日
逝
去

享
年

87
歳
（
町
屋
北
・
鉄
骨
）

●
山
家

安
保
さ
ん

15
年
１
月
３
日
逝
去

享
年

86
歳
（
日
暮
里
二
・
電
気
）

●
高
橋

三
男
さ
ん

15
年
１
月
16
日
逝
去

享
年

67
歳
（
事
業
所
・
間
仕
切
り
）

●
小
松

徹
さ
ん

15
年
２
月
17
日
逝
去

享
年

77
歳
（
東
尾
久
二
・
防
水
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

『イミテーション・ゲーム

エニグマと天才数学者の秘密』
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